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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第47期

第１四半期連結
累計期間

第48期
第１四半期連結

累計期間
第47期

会計期間

自2022年
４月１日
至2022年
６月30日

自2023年
４月１日
至2023年
６月30日

自2022年
４月１日
至2023年
３月31日

売上高 （百万円） 26,655 26,362 105,709

経常利益 （百万円） 2,363 2,596 8,342

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（百万円） 1,590 1,738 5,621

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,117 2,860 5,564

純資産額 （百万円） 77,147 81,204 79,704

総資産額 （百万円） 95,481 99,167 98,188

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 46.30 50.93 164.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － 50.43 －

自己資本比率 （％） 79.1 80.2 79.4

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △2,744 △2,776 7,121

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △60 △1,229 △304

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △1,696 △1,412 △2,860

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 44,183 47,355 52,639

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第47期第１四半期連結累計期間は潜在株式が

存在しないため、また、第47期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

株式会社ドウシシャ(E02840)

四半期報告書

 2/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、2023年５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分

類が見直され、経済活動が正常化に向かいつつあります。その一方、食料品や生活用品の継続的な値上げによ

り、家計への負担は増しており、消費に対する先行き不透明な状況は続いております。

そのような状況の下、当社グループとしましては2022年５月に公表いたしました「ドウシシャグループ中期経

営計画」の２期目に入り、その達成に向けた各種取り組みを実施しております。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高26,362百万円(前年同期比98.9％)、売上総

利益7,893百万円(前年同期比105.9％)、販売費及び一般管理費5,375百万円(前年同期比102.5％)、営業利益

2,517百万円(前年同期比113.8％)、経常利益2,596百万円(前年同期比109.9％)、親会社株主に帰属する四半期純

利益1,738百万円(前年同期比109.3％)となりました。

 

セグメントの経営成績は、次のとおりです。

「開発型ビジネスモデル」

食品関連では、食料品の値上げが続くなか、均一価格ショップやディスカウント・ストア向けのＯＥＭ企画商

品が、相対的な値ごろ感から導入商品を拡大し、好調な販売となりました。

また、夏シーズンに向けて、雑貨関連においてクールネックバンドなど冷感グッズの販売が伸長しました。

その結果、当セグメントの売上高は13,951百万円（前年同期比103.2％）、セグメント利益1,532百万円（前年

同期比161.7％）となりました。

 

「卸売型ビジネスモデル」

有名ブランド関連では、食料品や生活用品の値上げで家計への負担が増えるなか、ファミリー層を中心に、ブ

ランドバッグやブランド時計への支出が鈍り、販売が前年同期を下回る結果となりました。

ギフト関連では、経済活動の再開に伴い、当社が強みを持つ手渡し用ギフトの販売が伸長しているほか、外国

人観光客向けに商品企画した日本菓子詰め合わせセットなどが好評でした。

ブランドスイーツについては、2021年10月から大丸東京店にて「Ｔ．Ｄ．Ｅａｒｌｙ」の常設店舗を設けてい

るほか、2023年２月からは、さつま芋を使ったスイーツブランド「ＯＩＭＯ ＭＥＲＣＩ（オイモメルシー）」

を展開しており、当第１四半期においては、大丸東京店、アトレ恵比寿、東武百貨店池袋本店（いずれも東京

都）、阪急百貨店うめだ本店（大阪府）にて期間限定で出店し、好評な販売となりました。

アミューズメント関連では、ゲームセンターやアミューズメント施設向けの景品として、人気ゲームのキャラ

クター商品の販売が好調に推移しました。

その結果、当セグメントの売上高は11,419百万円(前年同期比96.8％)、セグメント利益1,119百万円(前年同期

比85.3％)となりました。
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（２）財政状態の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は77,020百万円となり、前連結会計年度末（75,796百万円）に比

べ1,224百万円増加いたしました。これは主に、受取手形91百万円、売掛金2,467百万円、電子記録債権596百万

円、商品及び製品1,536百万円、その他817百万円の増加及び、現金及び預金4,284百万円の減少によるものであり

ます。

固定資産は22,147百万円となり、前連結会計年度末（22,392百万円）に比べ244百万円減少いたしました。これ

は主に、無形固定資産140百万円、投資有価証券73百万円の増加及び、建物及び構築物（純額）67百万円、繰延税

金資産431百万円の減少によるものであります。

この結果、総資産は、99,167百万円となり、前連結会計年度末（98,188百万円）に比べ979百万円増加いたしま

した。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は16,833百万円となり、前連結会計年度末（10,800百万円）に比

べ6,032百万円増加いたしました。これは主に、買掛金227百万円、１年内返済予定の長期借入金6,600百万円の増

加及び、未払法人税等693百万円、役員賞与引当金44百万円、その他55百万円の減少によるものであります。

固定負債は1,129百万円となり、前連結会計年度末（7,683百万円）に比べ6,554百万円減少いたしました。これ

は主に、長期借入金6,600百万円の減少によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は81,204百万円となり、前連結会計年度末（79,704百万円）に

比べ1,500百万円増加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益1,738百万円、繰延ヘッジ損

益870百万円、為替換算調整勘定87百万円の増加及び剰余金の配当1,194百万円による減少によるものであります。

この結果、自己資本比率は、80.2％（前連結会計年度は79.4％）となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は47,355百万円となり、前連

結会計年度末より5,284百万円減少いたしました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果減少した資金は2,776百万円（前年同期は2,744百万円の減少）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益2,596百万円、減価償却費192百万円、仕入債務の増加額198百万円、未払消費税等の増加額

251百万円、その他の流動負債の増加額87百万円による増加及び売上債権の増加額3,124百万円、棚卸資産の増加額

1,531百万円、その他の流動資産の増加額59百万円、法人税等の支払額1,402百万円による減少によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は1,229百万円（前年同期は60百万円の減少）となりました。これは主に、定期預

金の預入による支出1,000百万円、有形固定資産の取得による支出50百万円、無形固定資産の取得による支出173百

万円による減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は1,412百万円（前年同期は1,696百万円の減少）となりました。これは主に、配当

金の支払額1,166百万円、非支配株主への配当金の支払額210百万円による減少によるものであります。

 

（４）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成

状況を判断するための客観的な指標等について重要な変更はありません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（７）主要な設備

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 78,600,000

計 78,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 37,375,636 37,375,636
東京証券取引所

プライム市場
（注）

計 37,375,636 37,375,636 － －

　（注）１．単元株式数は100株であります。

　　　　２．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

2023年４月１日～
2023年６月30日

― 37,375 ― 4,993 ― 5,994

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 3,234,600 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 34,124,200 341,242 同上

単元未満株式 普通株式 16,836 － 同上

発行済株式総数  37,375,636 － －

総株主の議決権  － 341,242 －

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

ドウシシャ

大阪市中央区

東心斎橋

１丁目５番５号

3,234,600 － 3,234,600 8.65

計 － 3,234,600 － 3,234,600 8.65

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は、3,234,699株となっております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

 

（参考情報）

当社は執行役員制度を導入しており、前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における執行役員

の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 52,639 48,355

受取手形 255 346

売掛金 13,015 15,482

電子記録債権 1,196 1,792

商品及び製品 7,896 9,432

短期貸付金 12 12

その他 780 1,597

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 75,796 77,020

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,882 13,910

減価償却累計額 △5,781 △5,877

建物及び構築物（純額） 8,100 8,033

土地 9,385 9,385

建設仮勘定 13 －

その他 3,230 3,352

減価償却累計額 △2,463 △2,528

その他（純額） 767 823

有形固定資産合計 18,266 18,242

無形固定資産 354 495

投資その他の資産   

投資有価証券 2,200 2,274

長期貸付金 7 4

繰延税金資産 452 20

その他 1,118 1,117

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 3,771 3,409

固定資産合計 22,392 22,147

資産合計 98,188 99,167

負債の部   

流動負債   

買掛金 6,047 6,274

１年内返済予定の長期借入金 － 6,600

未払法人税等 1,530 837

役員賞与引当金 63 19

賞与引当金 5 4

その他 3,152 3,097

流動負債合計 10,800 16,833

固定負債   

長期借入金 6,600 －

退職給付に係る負債 677 684

資産除去債務 10 10

その他 396 434

固定負債合計 7,683 1,129

負債合計 18,484 17,963
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,993 4,993

資本剰余金 6,273 6,273

利益剰余金 71,614 72,157

自己株式 △5,105 △5,105

株主資本合計 77,775 78,319

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 232 268

繰延ヘッジ損益 △270 599

為替換算調整勘定 245 332

退職給付に係る調整累計額 △24 △21

その他の包括利益累計額合計 182 1,179

新株予約権 135 180

非支配株主持分 1,610 1,526

純資産合計 79,704 81,204

負債純資産合計 98,188 99,167
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 26,655 26,362

売上原価 19,199 18,469

売上総利益 7,456 7,893

販売費及び一般管理費 5,244 5,375

営業利益 2,212 2,517

営業外収益   

受取利息 0 12

受取配当金 25 27

為替差益 105 13

助成金収入 3 －

その他 21 31

営業外収益合計 157 84

営業外費用   

支払利息 1 1

支払手数料 1 0

その他 3 3

営業外費用合計 6 5

経常利益 2,363 2,596

税金等調整前四半期純利益 2,363 2,596

法人税、住民税及び事業税 690 763

法人税等調整額 28 50

法人税等合計 719 813

四半期純利益 1,643 1,782

非支配株主に帰属する四半期純利益 52 44

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,590 1,738
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 1,643 1,782

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 44 35

繰延ヘッジ損益 228 870

為替換算調整勘定 199 168

退職給付に係る調整額 2 2

その他の包括利益合計 474 1,077

四半期包括利益 2,117 2,860

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,950 2,735

非支配株主に係る四半期包括利益 166 125
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,363 2,596

減価償却費 182 192

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △41 △44

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 △1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8 11

株式報酬費用 － 45

助成金収入 △3 －

受取利息及び受取配当金 △26 △39

支払利息 1 1

売上債権の増減額（△は増加） △3,880 △3,124

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,252 △1,531

仕入債務の増減額（△は減少） 797 198

未払消費税等の増減額（△は減少） 173 251

その他の流動資産の増減額（△は増加） △88 △59

その他の流動負債の増減額（△は減少） 109 87

その他 4 4

小計 △1,656 △1,411

利息及び配当金の受取額 26 39

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △1,116 △1,402

助成金の受取額 3 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,744 △2,776

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △1,000

有形固定資産の取得による支出 △50 △50

無形固定資産の取得による支出 △4 △173

投資有価証券の取得による支出 △7 △6

貸付金の回収による収入 3 3

その他の支出 △3 △1

その他の収入 2 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △60 △1,229

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △646 △0

リース債務の返済による支出 △39 △36

配当金の支払額 △1,011 △1,166

非支配株主への配当金の支払額 － △210

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,696 △1,412

現金及び現金同等物に係る換算差額 103 134

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,398 △5,284

現金及び現金同等物の期首残高 48,581 52,639

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 44,183 ※ 47,355
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

現金及び預金勘定 44,183百万円 48,355百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － △1,000

現金及び現金同等物 44,183 47,355

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,036 30.0 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年11月19日開催の取締役会の決議に基づき、自己株式425,600株の取得を行いました。この

結果、前第１四半期連結累計期間において自己株式が646百万円増加し、前第１四半期連結会計期間末にお

いて自己株式が5,105百万円となっております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,194 35.0 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３
 

開発型

ビジネスモデル

卸売型

ビジネスモデル
計

売上高        

顧客との契約か

ら生じる収益
13,512 11,796 25,309 1,308 26,617 － 26,617

その他の収益 － － － 37 37 － 37

外部顧客への売

上高
13,512 11,796 25,309 1,346 26,655 － 26,655

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － 2,364 2,364 △2,364 －

計 13,512 11,796 25,309 3,710 29,020 △2,364 26,655

セグメント利益 947 1,312 2,260 242 2,502 △290 2,212

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、不動産事業、物流事

業、介護福祉事業、ＰＳ事業及び海外子会社等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△290百万円は、セグメント間取引の消去△78百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△95百万円及びその他調整額△116百万円が含まれております。全社費用は主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2023年４月１日　至2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３
 

開発型

ビジネスモデル

卸売型

ビジネスモデル
計

売上高        

顧客との契約か

ら生じる収益
13,951 11,419 25,370 957 26,327 － 26,327

その他の収益 － － － 34 34 － 34

外部顧客への売

上高
13,951 11,419 25,370 992 26,362 － 26,362

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － 2,082 2,082 △2,082 －

計 13,951 11,419 25,370 3,075 28,445 △2,082 26,362

セグメント利益 1,532 1,119 2,652 195 2,847 △329 2,517

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、不動産事業、物流事

業、介護福祉事業、ＰＳ事業及び海外子会社等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△329百万円は、セグメント間取引の消去15百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△111百万円及びその他調整額△234百万円が含まれております。全社費用は主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項(セグメント情報等)」に記載のとおりであります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 46円30銭 50円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,590 1,738

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
1,590 1,738

普通株式の期中平均株式数（千株） 34,348 34,140

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 50円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） － 337

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な

変動があったものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第１四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月10日

株式会社ドウシシャ

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 西野　　裕久

 
 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 雨河　　竜夫

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
株式会社ドウシシャの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023
年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ドウシシャ及び連結子会
社の2023年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認め
られなかった。
 

監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半
期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を
作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す
る責任がある。
 

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立
の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
 

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ
ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
 

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の
四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な
不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、
我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示
されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する
重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項
に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場
合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監
査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況に
より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する
注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎とな
る取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を
入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責
任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

 

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ
ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。
 

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。

以　上
 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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